
平成27年11月30日■

まちづくりふれあいトークで出された

質問や要望の対応について

【薮田地区】

氷　 見 　市
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区分 地区№年度 地区 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 2101 26 薮田 河川 垂姫橋の期限を考えてほしい。除雪、旧国道、生
活道など社会資本の整備を考えてもらいたい。

平成２７年度中に地元と協議を行い、対応を決めていきたい
と思います。

11月12日に地元の方と橋の取り扱いの
協議を行いました。今後も定期的に橋
の点検を行いながら、橋の使用形態を
考えていきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 2102 26 薮田 道路 薮田の予算づけについて（道路、立山連峰を見え
るように草刈りをしてほしい）
階段式護岸のタイル割れ、草刈り（市も観光に力
を入れるなら）
地域は美化活動をしているが、国・県・市は作りっ
ぱなしなのが問題である

道路予算を見直していきます。県管理のものは、市から連絡
し、しっかり働きかけていきます。状況がわかるように写真を
撮り、要望を出してください。

平成27年9月にタイル30㎡の補修を、
草刈りは６月と８月に行いました。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

水産課

会場 2103 26 薮田 財産
管理

(１２月７日説明会後)　薮田小学校跡地の現状に
ついて
売買収入の一部を地域に使わせてほしい（地元の
人の土地の寄付や寄付金で土地を購入してい
た。元々一部は地域の土地）

学校等跡地の売却については、地元自治会の協力が必要
である等の観点から、今後具体的な事例を考えながら検討し
ていきたいと考えています。

創生総合戦略にかかる新規アイディア
事業として検討中です。事業の内容に
ついては、「未利用地有効活用検討委
員会」において具体的な利用が決定し
ていない市有地について、地元自治
会等の紹介で売却が決定した場合に、
売却額（売却費用を差し引いた額）の
一定の割合の額を、地元予算として優
先的に割り当てる」こと等を検討するこ
ととしています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

財務課
財産管理担当
74-8035

会場 2104 26 薮田 道路 小杉地区の迂回市道整備（25/1071）について、
緊急車両が通れない。地域支援では少額、クリエ
イトも１／２である。一律で使いにくい。順応できる
ものにしてほしい。

様々な事業で検討していきます。 迂回路の整備につきましては、原材料
支給事業や道路整備地域支援事業を
活用し、地元での施工について検討を
お願いします。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 2105 26 薮田 土木 砂防工事（砂防ダム）に反対者がいて、工事が進
まない。（安心した生活のため）行政の支援は？

地区でまとまって話をする方法はないでしょうか。防災の観
点からみんなで考えてみるとかどうですか。

市としても事業推進のため引き続き交
渉を続けていただくよう要請していきま
す。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

平成26年度のふれあいトークで出された質問や要望の対応について
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区分 地区№年度 地区 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 2106 26 薮田 職員 職員の知識不足（医療年金の窓口） 教育をしていきます。 色々な制度が重なるとごくまれなケー
スもあります。このような事例があれば、
職員ミーティングで説明を行い、情報
を共有しています。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民課
医療保険・年金担
当
74-8061

会場 2107 26 薮田 道路 稲積の照明が暗い。自転車通学者や女子中学生
が危ない。

地区の危険個所をまとめて挙げてください。 現地調査を踏まえ、平成２８年度予算
に計上して通学路の街灯整備を順次
行っていきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 2108 26 薮田 公共
交通

北陸新幹線開通後、金沢へのバス路線がほしい 高岡-金沢間のバス（砺波経緯）の延伸や、氷見-金沢間の
バス運行の可能性を図るアンケートを実施しています。でき
れば、氷見-金沢間のバスが良いが、小矢部アウトレットモー
ルができ、新たなバス路線も考えられます。

氷見・金沢駅間のバスの運行につい
て、平成26年度に郵送による市民アン
ケートを1,250人に、またインターネット
による大都市圏在住者アンケートを
6,623人に行い、需要動向を調査いた
しました。その結果では、氷見・金沢駅
間を運行した場合、バス利用者はある
程度の需要が見込めますが、実際の
運行にあたっては、北陸新幹線が開業
し金沢駅への乗入れ路線が過密状態
であることから、発着地である金沢駅へ
の乗入れが難しく路線開設が見込めな
い状況にあります。しかしながら、今後
も関係者と協議を行いながら、金沢駅
への乗入れの可能性を探っていきま
す。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工観光・マーケ
ティング・おもてなし
ブランド課
商工立地・交通対
策担当
74-8105

会場 2109 26 薮田 防災 防災（特に土砂災害）における避難勧告につい
て、測溝に対する不安、雨量など

土壌雨量指数（県のHP）により、避難準備、勧告、待機指示
地域防災担当で調べて、広報等で分かりやすくお知らせしま
す。

来年度の梅雨時期が始まる前に広報
ひみ６月号でお知らせします。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021
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区分 地区№年度 地区 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 2110 26 薮田 防災 緊急連絡はメール等で区長だけでなく三役に報
せることもできるので、検討してほしい。

連絡方法を検討します。 各地区自主防災会には、会長だけで
なく、会長不在時の連絡先を報告いた
だくようお願いしております。各地区の
役員の方には、基本的には、各地区の
連絡網でご連絡いただきますようお願
いします。
メールによる伝達については、他地区
におけるメール利用状況を調査した上
で検討してまいります。

■可能
□■対応済
■□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

質問 2111 26 薮田 防災 小杉、泊地区がﾞ災害時には袋小路になることが
話題にならなかった。

薮田地区は、毎年防災訓練を実施されていますが、早期の
自主避難を念頭においた、気象警報の情報収集等の対応
について地区で話し合っていただきたいと思います。市で
は、万が一孤立した場合の資機材補助の要望の有無につい
て照会をさせていただいたところです。

孤立対策の資機材整備という点では、
未実施集落を対象として（薮田地区で
は、薮田・泊が未実施）平成２８年度事
業の要望を照会させていただきます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

自由 2112 26 薮田 防災 ②津波対策（逃げ場がない） 薮田地区では、毎年津波避難訓練が実施されていますが、
避難時間を意識し、できるだけ海岸線から遠いところ、高台
への避難について地域ぐるみで取り組んでいただきたいと思
います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

自由 2113 26 薮田 防災 ③原発事故発生の場合、薮田地区は30km圏以外
のため何ら助成がありません。

薮田地区は、30km(UPZ)圏内になります。圏内ということで、
特に助成があるわけではありませんが、事前に対策をとる地
区として、避難場所、基本避難ルートが定められています。
（避難という事態になれば、薮田地区は、国道１６０号で、射
水市の新湊高校と小杉総合体育センターへ向かうこととなり
ます）

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

質問 2114 26 薮田 健康 地区住民の高齢化に伴って、社会福祉費が増
え、それが市の負担になる。逆に予防策として体
を鍛えることを市、社協、自治会が中心となって体
操、ウォーキング、ランニングなどができる体制づく
りができればと思っています。

氷見市は、市民の健康寿命の延伸をめざして若い世代から
の健康づくりに取り組んでいます。現在、健康づくりボラン
ティアを中心に地区社協、自治会等との連携を図り、薮田地
区を含め地区ごとに健康ウォーキング、健康教室等を開催し
ています。さらに地域ぐるみで健康づくりに取り組みやすい
体制となるように努めていきます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

健康課
成人保健担当
74-8062
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区分 地区№年度 地区 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

自由 2115 26 薮田 市道 市道がせまく、カーブがきついため、地区内に救
急車、消防車が入らないという問題があり、安心安
全面で不安がある。対応をお願いしたい。（今年
になって２回も救急車にきていただくことがありまし
たが、目的地まで入れませんでした）

側溝の改修については、道路支援事業の対象となりますの
で、集落で活用の検討をお願いします。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

質問 2116 26 薮田 基盤
整備

H25.8.31の大雨で畦畔の大崩があった。田地で
はあるが田ではないため大きい費用はとれないと
の事でした。

災害復旧事業には、一定の基準があり、全てに対応できる訳
ではないので、個人で対応していただく場合もあります。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整備担
当
30-7011

自由 2117 26 薮田 河川 薮田の垂姫橋の改修お願い 平成２７年度中に地元と協議を行い、対応を決めていきたい
と思います。

11月12日に地元の方と橋の取り扱いの
協議を行いました。今後も定期的に橋
の点検を行いながら、橋の使用形態を
考えていきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1067 25 薮田 防災 防災行政無線が聞こえ難い。場所によっては、うる
さい、ほとんど聞こえないなど。地元の声を聞いて
いただきたい。地形、範囲の問題についても研究
していただきたい。

運用開始以降、様々なご意見をいただいています。気象条
件により聞こえ方が左右されます。非常時には、複数の手段
で情報を提供していて、よほどの緊急時には、大音量のサイ
レンを流します。防災行政無線のテレホンサービスを９月１日
より運用開始しました。0180-99-7777
民間事業者の無料メール配信サービスの活用も参考にして
ください。防災行政無線は情報発信の一つの手段であり、防
災ラジオなどいろいろな情報を組み合わせて活用していただ
きたいと思います。

防災ラジオは１台２万円くらいかかりま
す。２７年度は試行実験として、阿尾地
区の高齢者や公民館、介護施設など
に設置し、利用状況や需要等を調査
し、２８年度に配布できるよう準備して
いきます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協働・防
災のデザイン課
地域防災担当
74-8021

現地 2016 25 薮田 土木 垂姫橋について
橋を下から見ていただくと、錆びた鉄骨が露出し、
状態の厳しさが分かる。

橋の劣化が著しいため、補修には多額の費用が必要となりま
す。
現在、重量制限でのご利用となり、大変ご迷惑をお掛けして
いますが、すぐ近くに国道の橋があることから、現状のまま橋
の状態を観察していきたいと考えています。

11月12日に地元の方と橋の取り扱いの
協議を行いました。今後も定期的に橋
の点検を行いながら、橋の使用形態を
考えていきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

平成25年度のふれあいトークで出された質問や要望の対応のうち継続して対応しているもの
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